
調
査
の
実
施
概
要

対
象
＝
18
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
2
、

0
0
0
人
を
無
作
為
に
抽
出

期
間
＝
5
月
上
旬
か
ら
約
1
カ
月
間

調
査
方
法
＝
「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い

プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
44
施
策
を
22
施

策
ご
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
1
、
0 

0�

0
人
に
対
し
て
郵
送
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

質
問
方
法

◦
成
果
に
対
す
る
評
価
…
各
施
策
を
推

進
す
る
た
め
に
実
施
し
た
平
成
29
年

度
の
活
動
内
容
・
実
績
を
参
考
に
、

「
満
足
」「
や
や
満
足
」「
ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
」「
や
や
不
満
」「
不
満
」
か

ら
選
択

◦
施
策
の
重
要
度
に
対
す
る
考
え
方
…

各
施
策
の
実
現
に
向
け
て
予
定
し
て

い
る
平
成
30
年
度
以
降
の
主
な
事
業

を
参
考
に
、「
重
要
」「
や
や
重
要
」

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」「
あ
ま
り

重
要
で
は
な
い
」「
重
要
で
は
な
い
」

か
ら
選
択

有
効
回
答
数（
率
）＝
8
0
2
件（
40
・

1
%
）

調
査
結
果

　
加
重
平
均
値
＊
に
基
づ
い
て
各
施
策

を
評
価
し
た
結
果
、「
成
果
に
対
す
る
現

状
の
満
足
度
」
が
高
い
施
策
と
低
い
施

策
、「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

重
要
度
」
が
高
い
施
策
と
低
い
施
策
の

上
位
3
つ
は
左
表
の
通
り
で
す
。

＊
加
重
平
均
値
と
は
、
平
均
す
る
各
項

目
の
条
件
の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
、

対
応
す
る
重
み
を
つ
け
た
平
均
値
の

こ
と
。
本
調
査
で
は
、
集
計
し
た
選

択
肢
の
割
合
に
係
数
を
掛
け
て
算
出

し
て
い
ま
す

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
意

見
を
活
用
し
て
、
よ
り
良
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
企
画
政
策
課（
☎
20
‐

1
5
0
0
）へ
。

市
で
は
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
意
見
を
把
握
す
る
た
め
、
成
田
市

総
合
計
画「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」に
掲
げ
た
44
施
策
を
対
象

に
、
施
策
を
実
施
し
た
成
果
に
対
す
る「
現
状
の
満
足
度
」と
各
施
策

の「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
重
要
度
」に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

 「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」に
掲
げ
た

施
策
を
対
象
に
実
施

市
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

成田空港に隣接するさくらの山

満足度が高い施策 満足度が低い施策

1位 成田特有の観光資源の更
なる活用を図る 1位 安定した農業経営を支援

する

2位 水の安定供給と汚水処理
の適正化を図る 2位 市民満足度を重視した行

政サービスの向上を図る

3位 国際理解を促進する 3位 人権が尊重され男女が共
に参画する社会をつくる

重要度が高い施策 重要度が低い施策

1位 犯罪や事故などが起こり
にくいまちをつくる 1位 市民との協働の仕組みを

つくる
1位
（同率）

高齢者が安心して生活で
きる体制を整える 2位 広域連携を推進し、地域

の一体的発展に努める

1位
（同率）

子どもから高齢者までみ
んなの健康づくりを支援
する

3位 大学を活用したまちづく
りを推進する

成果に対する現状の満足度

今後のまちづくりにおける重要度

広報なりた 2018.9.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です3


